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保育者の 幼児向けテ レ ビ番組の利用につ い て

　野 田　 令 子

（宇 部短 期大 学 ）

　 1．は じめ に

　　幼児は
一
般 に感覚的に物事を捉える とい われ る。つ ま り、

理論的に言葉で説明する よりも、感覚に 訴える方が物事を把

　握したり理解しやすい。この ような幼児の 感覚的特性を生か

　すな らば、テ レ ビな どの 視穂覚機器を利用した教材は幼児に

適 したメディ ア とい えるの で は ない だろ うか。

　 保育現場でも、この特性を生か して 、 身近で手軽に使用 で

きる機器 と して テ レビを利用して い る。保育者はい ろい ろな

幼児向けテ レ ビ番組か ら、自分が行う保育内容に 適した もの

を吟味
・
選択 し、保育目標漣成のた め に活用 して い る。

　 この ような保育墺煬 で の テ レ ビ視聴に対す る取 り組みや考

え、利用 に 関 して の 問題 点を明確化する こ とで もっ と有効な

利用が で きるの で はないかと考え る。 そ こ で、山 口県内の幼

稚園教諭及び 保育所保育士を対象に、視聴覚メディ ァ の利用

に っ い て、質問紙 に よる ア ン ケート調査を実施し、 その 現状

の把握を試み た。今回は、保育時の テ レ ビの 利用方法と幼児

向け テ レビ番組 の 視聴の実態につ いて まとめ た 。

2．調査の方法

　 1）調査対象 ：山 口県内の幼稚園
・
保育所 の 保育者　56名。

　　　　
・
幼稚園教諭 ： 17名 。 保育所保育士 ：39名。

　　　　
・20代

〜40代 の 保育者g

　 2）調査時期 ：平成 13年 7月。

　 3）調査方法 ：質問紙 に よる郵送調査 Q

3 ．調査 の結果

1）幼稚園 ・保育所で の テ レ ビ 規聴の 有無と幼児向けテ レ ビ

番組の利用につ い て

　保育者に、そ れ ぞれ の 園で幼児にテ レ ビ視聴やビデオ視聴

を するか否かをた ずねた 。 80．4％はテ レ ビ ・ビデオ視聴をす

る と答え、テ レ ビ視聴をしない と答え た の は 19．6％で あっ た。

2）幼児向け テ レ ビ番組の継続視聴、随時視聴、自由視聴に

つ い て

　継続視聴をして い るの は 12．5％で、その 理由として は 、

「毎日の 生活の 流れ の中で テ レ ビ視聴が 位置つ い て い るか

ら」
「子どもが 次の番組を楽 しみ に してい るか ら」

「継続視聴

に よ り効果が期待 で きる」 などがあげ られ る 。

　　随1寺視聴をしてい るの は 42．9％で 、
「保育計画に合う番 組

　を選んで利 用 する」
「子どもの 主体陛をそ こなわ ない ため、必

　要な番組のみ を利用 す る」
「

“

い い 番組
”

と他の保育士や保護

　者か らすすめられた時視聴 して い る」
「雨降 りで 遊び の集中

度が欠 けたときなどに利用する」 などの理由で あっ た 。

　　自由視聴 をして い るの は 7，1％で、「テ レ ビは楽し く見る

　の が 一
番良く、見た い子 が見 たい 時にみればよい 」 とい う理

　出であっ た。

3）保育の 中で幼児が テ レ ビ視聴をする時聞帯に つ い て

　　こ れは登園直後か ら降園直前 まで と幅広 く、視聴時間は 、

　10分か ら 2時間 30分不鍍 で あっ た 。

一一
番多い 視聴時間は 30

分間で 50％あ り、 っ いで 15分間が 22．9％、20分 間は 10．4％、

60分間が 83 ％であ っ た。

　 保育所で お迎えを待 つ た め、午後 4時力・らテ レ ビ視聴を開

始した幼児は、延々 2時間ない し 2時間 30分 の 瞰 教育番組

の テ レビ とビデ オを見て過 ごすとい う報告もあっ た。

4）幼児向けテ レ ビ番組を視聴す る プ ラス 面とマ イナス 面に

につ いて

　 プ ラス 面で は「知識が豊か になる」
「興床や関齢を持つ 動機

付 け にな る 」
「集団視聴 した場舒、

．
済 に共通の 情報をもつ こ

とがで きる」 などが多か っ た。 保育者に とっ て有効利用して

い る点として、勤務幡制や保育者数の 問題な瀦 「」度的な こ と

も含まれ て い た 。

　 マ イナス面で は、
「受身的になる」

「流行の言葉づ か い や行

為は悪影響を及ぼす」 などである。

5）保育の 中で視聴する幼児向けテ レ ビ番組につ いて

　 『おか あさ ん と い っ しょ』、『つ くっ てあそぼうふ 『おじゃ

る丸』、『ひ とりで で きる もん』、『人形劇場』、『英語で 遊ぽ

う』 などがあげられる 。

6）視聴す る と きの 決まり（約剣 やルー
ル につ い て

　
一．
番 多い約束事は 「テ レ ビ画面よ り離れ て みる」、つ い で 「他

の人に迷惑をかけた り、邪魔をしない 」
「座 っ て静か に見る」

などで ある。なかで も 『座っ て
”

の なかでは 「
【丘座する」

「姿

勢 を正 して 」 な どしつ けを重視したもの がある。

7）保育者として 幼児に視聴させ た い 番阻につ い て
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　 囗常の保 ffで、具体的にどんな番組 の種類や内容が良い と

思い 視聴させ て い るの か たずねた結果は図 1である。 逆に保

育者として どうして も子どもに見せ たくない番組の種類や内

容を聞 くと、「暴力、殺人、臼殺など生命の 軽視 につ なが る内

容」 及び 「殺人や万引きの方法を示唆するような犯罪につ な

がる内容」 が 18，3％、 つ い で 「性的描写の 行き過 ぎた成人向

けの 内容」 及 び 「物を粗末に した り、頭をたた い た り、ふざ

けすぎる 等、内容 の ない ドタバ タ劇」 が 15．5％、「光や色が

どぎつ い 刺激 の 強 い マ ン ガ （アニ メ
ー

ショ ン ）」 亅3．5％、「生

理用品の コ マ ーシ ャル など 質問に答えにくい内容」6．O％で

あっ た。

縮
ii
iiO

一1

饗醸熱
　　　　　　　　　　　　

隔

愁

図 1　保育者が見せたい番組の種類 ・内容

4 ．ま とめ

　山凵県の幼稚園 ・保育所 における幼児向けテ レ ビ番組視聴

の実態調査を して、保育の 中で それ らを利用 してい る が、積

極的に保育に生 か し、継続視聴 して い こ うとい う傾向は少 な

い。また、園全体の 取 り組み として テ レ ビ視聴をする より、

各ク ラス の
．
教諭 ・保育．Lに保育の中で幼児向け番組を棚 恵す

るか否か を まか さ れ て い るケー
ス が 多い 。 同 じ保甫所の 同年

齢ク ラス で もそ の ク ラ ス 担任 の 考え に よ りテ レ ビ視聴の実施

が まっ た く無か っ た りす るなど、一
人 ひ と りの保育者の保育

観や教材観が反映され るの である 。

　0 歳 ・1 歳クラス で は、わらべ 歌 による保育を進めて い る

保育所や、声（肉声）に よるメデ ィ ア を重視 し、テ レ ビ とい う

デジ タル な音や刺激の 強い 映像に拒否感を持 っ て い る保育士

もい る。 意識的な備 へ のテ レビ視穂の導入も、子どもを中

心 におい た保育の展開を充実させ るもの と、 保育者の仕事量

の軽減、保育者数の調整など制度上の 問題か らの実施とさ ま

ざまで あっ た。 教材以外 としての テ レビの利用は、娯楽的要

素が あ り、子どもだけの視聴や早 く登園してきて他の 子を待

つ 間 とか、お 迎え があ る まで の場つ なぎの もの で は な く、幼

児にとっ て 良い 刺激となる番組や、子 どもの年齢や発達段階

に沿っ た内容の 番組を視聴させ る必要を感 じる。 また、テ レ

ビ か らの
一
方向的な働きか けにま力世 る ので は なく、 保育者

は子どもの 心 を大事にす るこ と、子どもたちの興味や 問い か

け に こたえるこ と、 感動を受け止 め る こ と、 しっ か り聞き、

子 どもの気持ちを認めて尊重する こ とが必要であろう。

　 テ レ ビ はその発声やそ の他の 行動に応えて くれず
一．一
方向性

で あるの で、特 に乳児の 駘 は、この
一
方向的なテ レ ビで は

応答駐が成立 しない。外的な行動、例えば、親や身近な大人

の ス キン シ ッ プや言葉がけなど双方向的なか かわ りに よっ て

応答が 可能 にな る 。 文字が ない 幼い子 どもの Llt界 で は、発語

の 調 F 、 泣く
・笑うなどで コ ミュ ニ ケーシ ョ ン を し、 感覚で

わか っ て い くこ とが必要なの で、声 （肉声）の メデ ィ ア など

に よ る児童文化財を惜 しみな く与えて ほ しい と思う。

　 もち ろん、園全体の取り組みとして意謙 勺にテ レ ビ視聴を

実施したり、反対に、テ レビから間接的な体験をす るよ り、

戸外で 友達同士 とか かわ り、自然 に触れ大い に体を動か し、

直接体験か ら学ぶほ うが r・どもに とっ て 良い、と主張する園

長もい る。頭か ら 「ノ
ー・テ レ ビ」 としないで家庭で の テ レ

ビの 見過ぎが 問題な らば、その 問題を家庭 に返 して 、幼稚園 ・

保育所 と家庭、ともに子 どもが育つ 場と してそ の 「テ レ ビ環

境」 を考えて い くべ きで あろ う。

　放送ビ ッ クバ ン とい われるように、デジタル 化の進展によ

りテ レビの チャ ンネル が一
気に増 えて きた。当然子ども達 を

ターゲ ッ トに した番組も多くな り、この 多くの チ ャ ン ネル の

中か ら、何を選択 して子 どもに視聴させ る かが大きく間われ

る。 こ れ らの こ と を踏 ま えて、幼稚園や保育所、さらに家庭

も含ん だすべ て の 生活の 中で の幼児のテ レ ビ視聴をどの よ う

に サポートして い くかとい う課題も残る。
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